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症例は入園時 10才2ヵ月の男子。第3子で末子。 体上昇不充分であるが， 2"， 3回接種叉は不活化， 
IQ 137。父は脳動脈硬化症。母はうつ病である。中 生併用では 80%前後の者に抗体上昇を認めた。
流家庭で幼児期は父母健康で父に甘やかされて育つ 6"，12ヵ月後の抗体検査成績は不活化2回接種で
た。夫婦聞は性格の相違から円満でなかった。小学 は下降者が多いが， 3田接種叉は生併用では過半数
校 1年の頃母は胃潰蕩とうつ病で 2回入院したが， が上昇叉は不変を示した。
その頃から学校で落着きがなくなり，先生に反抗 麻疹流行後の調査によれば，対照群では 90%以
し，家でも母に乱暴した。友だちは少く，一方淋し 上に発症者をみた。一方接種群では 0"，25%程度の
がりやであった。 4年の始めから殆ど登校しなくな 擢患率であった (2ヵ所の保育園，順天堂大外来〉。
り殆ど家はいてプラモデル作り，読書に過した。親 CFT 8，HIT 32の者に発症をみたので今後は中
の登校催促に対して高価な玩具をねだるようにな 和抗体を全例測定する必要があり，ワクチンは不活
り，更に登校拒否傾向も強くなり某医のすすめで当 化のみとするか，生併用がよいか，叉接種間隔等に
園に入所した。入園後カウンセリングを中心とし 就いては更に検討を要すると思う。
て，生活場面でも治療的に扱い自閉的傾向は緩解
し， 1カ月半後突然登校を開始し，その後引続き通 32番への質問
学している。 南谷幹夫(東大分院〉
本例は高木のいう心気症的時期(第 1期〉は明ら 
1) 不活化ワクチンのみを 2"， 3回接種する場合の
31. 乳児に対する麻疹生ワクチン接種成績 どの位のものが適当でしょうか。 
南谷幹夫(東大分院) 32番への質問に対する回答
吉田全次 (/1頂天堂大〉
現在市販のガンマグロプリンを無作意にクロット
接種間隔に就いてはよくわかりませんが， 2Wで
をとり麻疹応対する中和抗体価を測定すると O.lml
は抗体の上りはまだ不充分ですから， 4Wと一応決 
lと付き 137"，274単位と 2倍の開きが認められた。
めております。 K.Lの場合には抗体の上りは低い 
月までは 100%抗体を保有し3ヵ月になると僅かに
低下し4 5カ月になると 50%K認められ以後急 33.最近に於ける麻疹の傾向とその臨床的観察"，， 
速に低下し8ヵ月では認められなくなることを知っ
塙賢二
た。そこで3カ月より 8ヵ月までの乳児67名に麻 
疹生ワクチン単独接種を試みたと ζろ4ヵ月までは 最近の麻疹が従来教科書，文献等に記載されてい
熱反応なく 5，6，7カ月では発熱率50"，60%，最高 るのと趣を異にし市も軽症になりつつあると思われ
体温平均 38.40C，8カ月では発熱率 100%，最高体 たので，昭和36年より 39年までに観察した 206例
温平均38.80Cであり，乙れはガンマグロブリン 137 の麻疹児に臨床的観察を行うと共に， 昭和 28年基
地区に於いて観察した 243例の麻疹について，その
果を示した成績を得た。 傾向の推移も対比した。 
32. 麻疹ワクチン接種の遠隔成績 
1) 発生状況:春先より夏に向って多発し秋より
冬に迫つては発生をみなかった。昨今は従来云われ
0吉田全次，富田節子(11買天堂大〉 ている知く隔年であった。 
富田進(国立水戸〉 
2) 年令，性別: 1年より 4年に最も多く，男女
麻疹不活化ワクチン(米本株)は 1回接種では抗 間には躍患の差は見られなかった。
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のは初価最体は抗で中式血方の
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